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1. はじめに

近年，インターネットの発達に伴い，膨大な量の情報

を入手できるようになった反面，情報が多すぎて目的の

情報を探し出すことが難しくなっている．欲しい情報を

効率的に入手するために，キーワードを入力することで

情報を絞りこむ検索エンジンを利用する場合が多いが，

欲しい情報を表す的確なキーワードが分からない場合，

有効に利用することができないといった問題がある．そ

のため，欲しい情報，もしくはそれを検索するためのキ

ーワードを入手する手段として，情報推薦技術への期待

が高まっている．

この問題を解決するために，我々の研究室では現実に

おける口コミに着目し，口コミ型情報推薦システムを提

案している．口コミは嗜好を知り合ったもの同士での情

報交換であるため，欲しい情報もしくはキーワードを入

手するための手段として有効であると考えられる．これ

までに我々は，口コミ型情報推薦システムの提案と同シ

ステムのシミュレーションによる評価 [1]を行っているが，
実装評価が課題であった．

本稿では，口コミ型情報推薦システムの実装について

報告する．

2. 口コミ型情報推薦モデル

　図 1に，口コミ型情報推薦システムの基となる，口コミ
型情報推薦モデルの概要を示す．このモデルでは，情報

推薦にタグマッチングを用いたフィルタリングを用いる．

　各ユーザは自身と，友人関係にあるそれぞれのユーザ

に対して嗜好を表すタグ（プロフィール）を持っている．

図１　口コミ型情報推薦モデルの概略図

　以下で，口コミ型情報推薦モデルにおける処理の流れ

（図 1中の(1)～(4)の動作）について説明する．
(1)情報入手
あるユーザがシステム外部から，もしくはシステムから

推薦されて情報を入手するか，ユーザが自ら作成する．

情報には，その内容を表すキーワードを記述したタグを

付与する．

(2)伝える相手の判断
情報に付与されたタグと，自身及び各友人のプロフィー

ルとを比較し，比較した結果によってどの友人に対して

情報を送信するかを決定する．

　現実の口コミにおける情報の送信理由には，以下の３

つが考えられる．

　１：相手にとって有益な情報を伝えたい

　２：自分の好きな情報を他人にも知らせたい

　３：双方の嗜好によらず，流行事なので教えたい

(3)情報の送信
上記の送信理由に合致した情報を対象のユーザに送信す

る．また，これは受信者における情報の入手に相当し，

図中では①で表されている．受信者が再び友人に対して

情報推薦(図中①～④)を行うことで情報が伝播してゆく．
(4)プロフィール更新
情報を受信した相手が，その情報及び情報に付与されて

いるタグについてそれぞれ評価を行い，その評価によっ

て送信者が持つ受信者のプロフィールを更新する．この

手順によって，相手のプロフィールの内容を実際の嗜好

に近づけ，相手の嗜好に合った推薦を行えるようにする．

　これは実際の口コミにおいても，相手の反応から嗜好

を判断する，という形で自然に行われている．

3. システムの実装

本研究では，基本的な SNSシステムに口コミ型情報推
薦を実装することで口コミ型情報推薦システムとする．

3.1　システムの機能

今回ベースとした SNSシステム[2]に実装されていた機
能は以下の通りである．

・ユーザ登録機能

・ログイン認証機能

・日記投稿機能

・友人登録機能

・メッセージ送信機能

上記システムに，新たに口コミ型情報推薦のための機

能を実装する．

以下では，口コミ型情報推薦を実装するために追加し

た機能を説明するが，簡単のため，ユーザが持つ，自身

の嗜好を表すタグを「ユーザタグ」，友人関係にあるユ

ーザの嗜好に関する認識を表すタグを「友人タグ」，情

報の内容を表すタグを「情報タグ」，とそれぞれ呼称す†山形大学　Yamagata University
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る．

・タグ登録機能

　各ユーザが，自分の興味，関心を示すユーザタグを登

録できる．登録されたタグは，主に推薦相手の判断や友

人タグの更新に用いられる．

・友人タグ自動編集機能

情報推薦が行われた際に，受信者，送信者の各情報タ

グに対する評価を元に，それぞれの友人タグをシステム

が自動的に編集する．また，ユーザが手動で編集するこ

とも可能である．

・口コミ型情報推薦機能

タグ付きの情報を作成し，それを自動的に受信者の友

人の中から送信相手を判断して推薦情報を転送する．

・推薦情報評価機能

　推薦情報を閲覧した受信者は，その情報及び各情報タ

グについて興味，関心のあるものだったかを評価できる

ようになっている．

3.2　口コミ型情報推薦機能の処理

　情報推薦は，以下の流れに沿って行われる．なお，以

下の(1)～(4)の処理はそれぞれ 2 章のモデル動作説明の (1)
～(4)に，(5)は①～④にそれぞれ対応する．
(1)情報の作成
　情報を入手したユーザが，情報のタイトル，内容を記

述，及び情報タグを付与し推薦情報を作成する．

(2)推薦情報の転送

　情報送信者の各友人に対する友人タグ及び送信者のユ

ーザタグと情報タグをマッチングし，その結果次第でメ

ッセージを確率で友人に転送する．マッチングのパター

ンは以下の 3通りで，これらは順に 2 章の情報の送信理由

の 1～3に対応している．
　A:友人タグとマッチ（Bと重複する場合は Aが優先）

　B:送信者のユーザタグとマッチ
　C:どちらともマッチしない

　A,Bはそれぞれのユーザの嗜好を表すタグと情報タグが
マッチすることで，その情報がユーザにとって興味のあ

るものだと判断するためである．Cは互いのタグにマッチ

しないが推薦情報として作成された情報を流行情報とし

て判断している．以上の３つの場合において，それぞれ

異なった確率でメッセージを転送する．なお，この伝送

確率については最適値が未検証であるため，具体的な数

値は決定していない．

(3)送信者に対する友人タグ更新
　推薦情報送信と同時に，送信者のユーザタグと情報タ

グを比較して，マッチするタグを受信者の送信者に対す

る友人タグに登録する．これは，情報タグが送信者のユ

ーザタグに含まれていたことで，そのタグが送信者の嗜

好に合うものであることを相手に知らせていると見なす

ためである．

(4)受信者に対する友人タグ編集

　受信者がメッセージに付与されたタグについて興味が

あるかの評価を行ったとき，興味があるとされたタグを

送信者の受信者に対する友人タグに追加する．

(5)情報の伝播
　推薦情報を受信した者がその情報を閲覧した際，受信

者を新たな情報送信者として (2)～(5)と同様の処理を行う．

このとき，既に同じ IDの情報を受信している者に対して
はその情報は推薦されない．

3.3　動作実験

システムが実際に情報推薦を行えるかを，動作テスト

によって確認した．図２は動作実験のユーザ相関図を示

したものであり，ユーザ間のラインはそれぞれのユーザ

が友人関係にあることを示している．

　テスト内容は，ユーザ Aが推薦情報を作成した際，そ
のメッセージがユーザ B，Cへ伝播するか，また，ユーザ
Cへ伝播した情報がさらにユーザ Dへ伝播するかを確認し
た．なお，この実験では 3.2の(2)における送信理由 A~C
のマッチング結果によるメッセージの転送確率はそれぞ

れ 100％，50％，30％とし，図 2の(1)は理由 Aに，(2)は
理由 Bに，(3)は理由 Cに当てはまるように，それぞれの
友人タグを設定した．

図２　動作実験のユーザ友人関係図

　結果として，メッセージはそれぞれのユーザ間で正常

に伝播し，およそ設定した通りの確率で伝送されること

が確認された．

　また，タグの自動編集が正常に行われるかを判定する

ために，以下の実験を行った．いずれの場合も，ユーザ A
からユーザ Bへ情報が自動推薦された時のタグ編集を観

察している．

(1)ユーザ Aのユーザタグ αを含むメッセージがユーザ B
に推薦されたとき，ユーザ Bのユーザ Aに対する友人タ
グにタグ αが追加されるかを確認
(2)ユーザ Bがメッセージタグ βについて興味があると評

価を行った場合，ユーザ Aのユーザ Bに対する友人タグ
にタグ βが追加されるかを確認
　結果として，どちらの場合も期待した通りの動作が得

られることを確認した．

　以上の結果から，作成したシステムは正常に口コミ型

情報推薦を導入できていることを確認した．

4. まとめと課題

本研究では，現実の口コミの動作を模した口コミ型情

報推薦システムの実装を行った．今後は，実装したシス

テムを用いてシステムの実働実験を行うことで，口コミ

型情報推薦システムの評価を行う予定である．
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